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スーパービジョン経験が実習指導に与える影響に関する研究
The influence that supervision experience gives for training instruction
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＜要　　　約＞
　2007 年の社会福祉士及び介護福祉士法及び 2010 年の精神保健福祉士法改正によって，ソー
シャルワーカー養成課程が見直しと，さらに資格取得後の人材養成のあり方やキャリアアッ
プの仕組みについて新たな制度が導入された。
　その中でも実践力の向上と，質の担保のためにスーパービジョンの実施が大きな特徴の 1
つとなっている。一定の質の担保のためには，標準化されたスーパービジョン体制の構築が
求められており，実習指導においては現場の有資格者を実習指導者の研修受講を必須とし，
認定社会福祉士制度においては，スーパーバイザー養成を実施しているところである。
　しかし，現にスーパーバイザーとして活動している者については，国家資格を取得する前
の実習指導や，実践を始めてからも自らがスーパービジョンを「受けた」経験が少ない現状
にある。
　本論では，実習指導に限定をしてスーパーバイザー自身のスーパービジョンを受ける経験
の有無が，自らがスーパーバイザーとして活動する際にどの様な影響を与えているかについ
て半構造化面接を行い，専門職養成におけるスーパービジョンの課題について検討した。
      * 大妻女子大学　人間関係学部　人間福祉学科
    ** 社会福祉法人シナプス埼玉精神 ･ 神経センター
  *** 医療法人財団緑雲会　多摩病院
**** 医療法人社団明芳会　北小田原病院
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１．はじめに
　ソーシャルワークを取り巻く環境の変化に伴
い，社会福祉専門職制度の見直しがなされ，2006
年には社会福祉士及び介護福祉士法，2010 年には
精神保健福祉士法が改正された。そこでの大きな
変化の１つとして，社会福祉士の「相談援助実習」
と精神保健福祉士の「精神保健福祉援助実習」と
いう，養成校内ではなく，実際の福祉や医療の現
場で，実習指導を受けながら利用者や患者に対し
ソーシャルワーク実習を行う際のあり方が上げら
れる 1）。
　また，2011 年に社会福祉士には新たに「認定社
会福祉士制度」が創設された。国家試験に合格し，
いわゆる専門職で実践を行うためのスタートライ
ンだけで留まるのではなく，高度な知識と技術を
用いて，個別支援や多職種との連携，地域福祉の
増進を行う能力を有しているという「質の担保」
を行う実践力を認定する仕組みを構築したのであ
る 2）。
　これら 2 つに共通し，「資質向上」に焦点を当
てより実践力を構築するために導入されているの
が，スーパービジョン体制である。
　T. モリソン (T.Morrison) は，スーパービジョン
とは「組織的要請により 1 人のソーシャルワーカー
が別のソーシャルワーカーに対して，組織の，専
門職としての，また個人の目的に合わせて，サー
ビス利湯者に最良の効果が届けられるように責任
を持つこと」3）としている。
　日本のソーシャルワーク実践においてスーパー
ビジョンが制度として位置づけられたのは，前述
の 2 つが初めてであり，それぞれ実践するために
スーパーバイザーを養成していくことも同時に大
きな課題となっている。
　本論では，このスーパービジョンを実践する上
で重要なスーパーバイザーに焦点を当て，スー
パーバイザーが抱えている課題について取り上げ
る。その中でも，スーパーバイザー自身が，スー
パービジョンを「受けた」ことがあるか否かによ
る相違点に着目していく。
２．福祉専門職における実習指導者制度と
　　認定福祉士制度の連関性の課題
　わが国も含め，ソーシャルワークは他の職業と
比べると比較的新しい専門職として，機関を通し
てクライエントに対してサービスを提供してき
た。ソーシャルワーカーの多くは「機関の中でそ
の職業上の機能を遂行するため，官僚組織に必要
なスーパービジョンを通じて，官僚主義的な組織
の中に存在していることを実感する。ソーシャル
ワークの分野の新規採用者が組織の諸モデルや価
値を理解するために，教育とトレーニングにかな
りの努力が払われる」4）と言われている。これら
は職場の機能を理解し，その中でソーシャルワー
カーが果たすことを期待されている役割を理解す
る，いわゆる OJT(On the Job Training) の機能に通
じるものである。
　しかし，ソーシャルワーカーの価値や倫理に基
づき，ソーシャルワーク理論や技術を用いた実践
は，OJT で理解する所属機関の機能と組織内での
役割を踏まえた上で，さらに存在しなければなら
ないと言えるであろう。ソーシャルワーク ･ スー
パービジョンは，OJT とは異なるものでなければ
ならない 5）。したがって，実習指導者制度や認定
社会福祉士制度の創設に伴い，スーパービジョン
体制の導入が図られるに当り，スーパーバイザー
養成は大きな課題となった。すなわち，これまで
OJT と混在されながら存在したスーパービジョン
を切り離し，ソーシャルワーク実践の質保証とし
て位置づけ制度化したのである。
　実習指導者養成については，社会福祉士もしく
は精神保健福祉士国家資格を取得後 3 年以上の相
談援助業務に従事した経験を有した者が，厚生労
働大臣の基準を満たす実習指導者講習会の修了が
義務づけられている。講習会は福祉専門職制度の
特質，実習の特質から始まり，スーパービジョン
についても，わが国の福祉専門職養成の特異性を
学び，実習指導論，実習教育マネジメント，実習
指導内容と方法，実習評価に加えて位置づけられ
ており，5 項目について 14 時間 (2 日間 ) 程度で
行うことになっている。14 時間の内多くはスー
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パービジョンに割かれているものの，スーパービ
ジョンとは何か，養成校教員との連携のあり方等
について座学を中心に学んだ後，実習スーパービ
ジョンの実際として演習が行われる。しかし項目
としては，「問題実習生」へのスーパービジョン
や「精神的な課題を抱えている実習生」「利用者
との関係不全を起こした実習生」「不適切な関わ
りを体験した学生」への対応が主となっている 6）。
　一方，認定社会福祉士制度におけるスーパービ
ジョンは，スーパーバイザーになり得る者の規定
を厳密に行っており，認定上級社会福祉士か，認
定社会福祉士を 1 回以上更新した者のうち，スー
パービジョン実績規定をクリアしている者，認定
上級社会福祉士に準ずると認められる者としてい
る。しかし，認定社会福祉士制度の施行のために
は，スーパーバイザーは必須であり，経過措置を
取らざる得ない状況であり，認定上級社会福祉士
や認定社会福祉士の更新もやっと始まったばかり
である。現状は経過措置によるスーパービジョン
体制となっており，制度設計に伴った人材確保は
十分ではない。したがって，登録されているスー
パーバイザーの更新も研修制度に則ることはでき
ず，質の担保については今後の課題となっている
現状であるとも言える。
　高度専門職としてのソーシャルワーカーについ
ては，スーパービジョン体制は必須であり，これ
を実現するために養成課程における実習指導での
スーパービジョン体制と認定社会福祉士制度によ
る生涯研修の中でのスーパービジョン体制の 2 本
柱は欠かせないものと評価できるが，その内容に
ついては未だ多くの課題を持っているものと言え
る。
　さらに，福祉専門職養成から現任者研修までの
流れの中で，切れ目のないスーパービジョン体制
が構築できているとは言い難い現状にある。
　特にスーパーバイザー養成については，2 つの
制度はかけ離れたものであり，スーパーバイザー
要件も格段の差がある。
　実習指導の中で，スーパービジョンを受けるこ
との意義を学び，体験しているものの，現状とし
て，現任者としてスーパービジョンを受ける仕組
みはなく，その意義は薄まってしまっているよう
に考える。
　実習指導と現任者のスーパービジョンは異なる
ものであるが，体制として移行していく仕組みが
成り立つことで，OJT だけでなく，ソーシャルワー
ク実践の質の向上のためには常に自己研鑽し，
スーパービジョンを受けることが当たり前とな
り，自らの実践を俯瞰することができるのではな
いだろうか。
　これらの問題意識から，現在実習指導者として
実習スーパービジョンを行っている者の，自ら現
任者としてスーパービジョンを受けた経験の有無
が，実習指導に何らかの影響を与えているかにつ
いて検討していく。
３．研究方法
（１）対象
　精神保健福祉士実習指導を行ったことがある，
精神科病院の実習指導者 6 名である。
　A 県と B 県の精神保健福祉士会に依頼し，イン
タヴューに協力頂ける方を選んだ。
（２）調査期間
　2018 年 7 月 15 日～ 2018 年 9 月 30 日
（３）データ収集方法
　半構造化面接を行う。面接時間は 60 分程度と
する。面接内容は，①自らのスーパーバイジー経
験とその内容，②実習指導者としての経験，③実
習指導における工夫，④困った時の対処，⑤それ
らの際に用いたり，活かした知識，理論，経験の
5 項目である。
（４）分析方法
　修正版のグランデッド ･ セオリー ･ アプローチ
を用いる。
　具体的には，以下の手順で進めた。
① 逐語録に置き換えたデータから研究テーマであ
る自らのスーパービジョン経験の有無に関連す
ると思われる箇所に着目する。
②着目した箇所の要点を簡潔に整理し，解釈する。
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③ それらから具体例とする概念を導く。その際，
スーパービジョン経験のある者と，ない者の共
通項と差異について整理する。
④ 導き出した概念からさらにまとまりのあるカテ
ゴリーを作る。
⑤カテゴリー相互の関係を検討する。
（５）倫理的配慮
　研究目的や方法，研究を断ることの保証につい
て書面と口頭で説明し，同意書を用いて同意を得
る。説明内容は，①面接日時や場所は対象者の希
望に添うこと，②本研究については，一旦承諾を
しても研究の途中や事後に断っても良いこと，③
得られた情報は研究目的以外では使用しないこ
と，④データは鍵付きの保管庫に保管し，厳重に
取り扱うこと，⑤結果は個人が特定できるような
形では公表しないことを含む。
４．結果
（１）対象者の概要
　対象者の年齢は 30 歳代から 40 歳代であり，
2007 年の社会福祉士及び介護福祉士法改正後の指
導体制の下での指導経験は 5 年から 11 年であっ
た。対象となる実習生は 4 名から 17 名である。
その他，詳細については表 1 の通りである。
（２）自らのスーパービジョン経験が実習指導に
　　  与える影響
　データ分析の結果，自らのスーパーバビジョン
経験の有無によって差異があるものはそれぞれ 13
の概念が生成され，それらを各 7 のカテゴリー，
さらに 4 つのコアカテゴリーにまとめられた。
　スーパービジョン経験のある者に見られた傾向
として，以下の４つのコアカテゴリー示す。
　1 つめは，スーパービジョンとは何かのイメージ
を具体的に持っている点である。実習指導者講習
会を経て，いざ実習指導におけるスーパービジョ
ンを実践しようとするとき，どの様に実習生と関
わりを持つか，オリエンテーションや日々の振り
返り，総括に向けてどの様に指導を修了すれば良
いかのイメージを持っていることが上げられた。
　2 つめは，実習指導プログラム構築に際し，そ
れぞれのプログラム項目毎に，業務伝達指導だけ
でなく，ソーシャルワーク実践を意識した学習目
標を構築できる点が上げられた。
　3 つめは，実際のスーパービジョン実践の中で，
管理的機能，支持的機能，教育的機能を意図的に
展開できたことが上げられた。
　4 つめは，実習評価のあたり，プログラム作成
時に学習目標が構築できていたことから，目標達
成について実習生，養成校教員と根拠を示しなが
ら正のフィードバックができていることが上げら
れた。
　以下，4 つのコアカテゴリーについて，自らの
スーパービジョン経験の有無による差異について
具体的に取り上げていく。
１) スーパービジョンの具体的なイメージ
　このコアカテゴリーには，『実習指導の具体的
なイメージ』『自らの実践を説明する』という 2
つのカテゴリーで構成される。
　すなわち，スーパービジョン経験がない者は，
対象者の
年齢
実習指導者
経験年数
指導した
実習生数 指導実習生の所属 ( 内訳 )
自らの
スーパーバイジー経験 スーパーバイザー
A 30 歳代 5 年 4 名 4 年制大学 3 名、通信生 1 名 なし −
B 30 歳代 6 年 6 名 4 年制大学 6 名 あり 職場の上司
C 40 歳代 11 年 17 名 4 年制大学 8 名、通信生 9 名 なし −
D 40 歳代 10 年 13 名 4 年制大学 12 名、通信生 1 名 あり 大学の教員
E 30 歳代 8 年 8 名 4 年制大学 5 名、通信生 3 名 あり 他病院のワーカー
F 30 歳代 8 年 10 名 4 年制大学 10 名 なし −
表１　対象者の概要
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『実習指導の具体的イメージがない』『自分の実践
の根拠を説明できない』というカテゴリーで構成
され，『実習指導の具体的イメージがない』には，
「実習生を目の前にすると，スーパービジョンは
何をしていけば良いのか分からない」「日々の振
り返りが苦痛である」という2つの概念が含まれる。
　一方，スーパービジョン経験がある者は，『実
習指導の具体的イメージを持っている』『自分の
実践の根拠を意図的に説明する』というカテゴ
リーで構成され，『実習指導の具体的イメージを
持っている』には，「自らのスーパービジョンを
応用する」「スーパービジョン関係の構築をオリ
エンテーションから意識する」という２つの概念
が含まれている。
　また，スーパービジョン経験のない者の『自分
の実践の根拠を説明できない』には，「制度や業
務については質問に答えることができるが，自ら
の実践の根拠を説明ができない」「倫理や理論を
実践の中で意識している余裕はない」という概念
が含まれた。
　スーパービジョン経験のある者は『自分の実践
の根拠を意図的に説明する』には，「業務や制度
は変化するものであることから，ソーシャルワー
カーの視点や介入の根拠を意識したフィードバッ
クを行う」「自分の言動の根拠にはソーシャルワー
クの理論と倫理を意識し，実習生にも求める」と
いう概念が含まれた。
２) 実習プログラム項目毎に学習目標を構築する
　このコアカテゴリーには，『実習プログラムの
組み立て方』『厚生労働省が示す学習のねらいに
即した達成目標の構築』というカテゴリーで構成
される。
　スーパービジョン経験のない者は，『患者から
学ぶ』『学生の実習計画と実習プログラムの整合
性は詳細には取れない』というカテゴリーで構成
される。『患者から学ぶ』には，「病棟に 1 日はい
ることで患者とコミュニケーションを図り，実習
生自ら課題を見出す」「病棟で関心のある患者を
学生が探す」という概念が含まれている。
　『学生の実習計画と実習プログラムの整合性は
詳細には取れない』には，「希望に添った病棟実
習を組むが，実習計画に添った実習内容について
は議論しない」「日々の振り返りでその日学生が
気になったことをディスカッションする」という
概念が含まれた。
　一方，スーパービジョン経験のある者は，『実
習プログラム毎の達成目標を事前に示す』『実習
中にモニタリングを行い，実習目標の再構築とそ
れに伴う実習プログラムを組む』というカテゴ
リーであった。
　『実習プログラム毎の達成目標を事前に示す』
には，「オリエンテーションで確認した実習生の
実習計画書と，機関で提供できる実習プログラム
をマッチングさせ，実習初日に確認する」「実習
プログラムは厚生労働省が示す学習のねらいを下
に機関で可能な項目を考える」という概念を含ん
でいる。
　『実習中にモニタリングを行い，実習目標の再
構築とそれに伴う実習プログラムを組む』には，
「養成校教員の巡回指導日に三者で実習目標の達
成度について振り替えりを行う」「実習中にプロ
グラムの変更が可能なように，実習予定に余裕を
もたせ，院内調整も事前に行っておく」という概
念が含まれている。
３) スーパービジョンの３つの機能を意図的に
　   展開する
　このコアカテゴリーは，『管理的機能，支持的
機能，教育的機能の 3 つを意図的に実践する』と
いうものである。
　スーパービジョン経験がない者からは，このカ
テゴリーに関する内容は出てこなかった。
　一方，スーパービジョン経験がある者は，「実
習の段階と，養成校教員との確認の中で実習生の
状況に合わせて実施する」という概念が含まれて
いる。
４) 実習評価は正のフィードバックも根拠を示し
　  ながら，意図的に行う
　このコアカテゴリーには，『実習評価の位置づ
けの理解』『ソーシャルワーカーの導入としての
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達成度」というカテゴリーが含まれる。
　スーパービジョン経験のない者は，『実習評価
は，養成校毎の形式に従って評価できる項目を行
う』『実習期間の評価を行う』というカテゴリー
で構成され，『養成校毎の形式に従って評価でき
る項目を行う』には，「実習評価表は実習終了時
に預かる」「実習で体験できたことの項目をピッ
クアップし，段階評価に根拠はない」という概念
が含まれている。また，『実習期間の評価を行う』
には，「実習期間に実習生が振り返りで述べた実
習経験から判断する」「実習中の言動を根拠とす
る」という概念が含まれる。
　一方，スーパービジョン経験のある者は，『実
習評価の評価根拠を示す』『実習事前と中間評価
を行い，実習中の変化をコメントとしてフィード
バックする』というカテゴリーで構成されている。
『実習評価の評価根拠を示す』には，「日々の振り
返りの際，実習目標や実習評価項目を意識したコ
メントを行う」「実習生の自己評価を踏まえて，
評価表にコメントを書く」という概念が含まれて
いる。さらに，『実習事前と中間評価を行い，実
習中の変化をコメントとしてフィードバックす
る』には，「実習評価は，厚生労働省の示す学習
のねらいに即した項目は，達成度が明確であるた
め準じた評価を行う」「実習生個人の変化や取組
みの評価は，コメント欄に具体的エピソードと共
に記述する」という概念が含まれる。
５．考察
　本論では，自らのスーパービジョン経験が実習
指導に与える影響について，スーパービジョン経
験がない者と，ある者の違いについて，4 つの側
面を示すことができた。これらは全ての実習指導
者に当てはまる訳ではないが，ここでは実習指導
者となるためには実践要件をクリアし，同じ講習
会を受講しているにも関わらず，特に「意図的な
指導」の有無について考察する。
（１）スーパービジョンの具体的なイメージがある
　自らがスーパービジョンを受けた経験がある実
習指導者 B は，「スーパービジョンでは徹底的に
自分がまな板の上に上げられた」と表現している。
また，実習指導者 D は「スーパービジョンは事例
を検討し，これからそのケースをどの様にするか
考える機会だと思っていた」と言う。『スーパー
ビジョンでは，「なぜその様に考えたのか」を繰
り返され，嫌でも自分の言動の根拠を考えなけれ
ばならず，「倫理綱領に当てはめると何か」等繰
り返し，ソーシャルワークの倫理や理論を尋ねら
れた』としている。
　また，実習指導者 E は「自分が実習指導や後輩
の指導をする際には，自分の実践の根拠を言葉で
説明するために，指導が無いときも振り返るよう
にしている」と述べている。
　一方で，スーパービジョンを受けた経験がない
実習指導者 A は，「自分が実習生だったとき，1
日病棟にいて話してくれる患者さんを自分で探し
ては，当たり障りのない会話をして過ごしていた。
とても苦痛だった」と言うものの，「実習とはそ
の様なものだと思っている」と言う。また，実習
指導者 C，F は「実習指導者講習会では，実習契
約の結び方や，課題のある学生への対応について
患者や所属機関への責任を果たすための対処につ
いて学んだ」と述べ，ソーシャルワークに視点を
置いた講習内容については印象に残っていないこ
とが伺えた。
　これらは，実習指導者講習会の内容に関する課
題も包摂しているものと言えよう。
（２）配属期間だけではなく，事前 ･ 事後学習を
　 　意識した実習指導実践
　スーパービジョン経験のある実習指導者 D は，
「スーパービジョンを受けたとき，その場で答え
が得られるのではなく，他の視点と課題を明確に
してもらった。自分は次回のスーパービジョンま
でにその課題にどの様に取り組むか，新たな視点
を意識して実践する中で，考える機会となった。
実習指導は，養成校での事前・事後学習があるた
め，養成校の教員と役割分担をしていると考えて
いる。学生に課題を持ち帰って貰うことが実習指
導者の役割だと思う」と述べている。
　また，実習指導者 C は，「実習期間前の学生の
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状況を積極的に養成校教員に聴き，さらにオリエ
ンテーションでも学生の話しを聴くことにしてい
る。学生の学習状況によって，実習プログラムや
日々の振り返りの方法，他のソーシャルワーカー
への依頼内容も変わってくる。学生の個別性と実
習の達成目標の間で悩むことがあるが，スーパー
ビジョンを受けた経験の中では，自分自身の成長
度にも焦点を当てて貰い，自信に繋がった」と述
べている。
　一方，スーパービジョン経験のない実習指導者
F は，「実習評価表は勘で付けざる得ないこともあ
る」と述べている。また，実習指導者 A も「実習
生のことをずっと見ているわけにはいかないの
で，実習生が日誌や振り返りで話したエピソード
で付けている」と言う。実習指導者 C は『養成校
の教員からは「実習評価表では成績は付けない」
と言われているので，評価する意味が分からない』
と述べている。
　実習指導のシステムそのものを理解する機会や
養成校との役割分担の課題等が明らかになってい
るとも言える。
６．まとめ及び今後の課題
　本研究は，首都圏の精神保健福祉士会に依頼し
限られた実習指導者を対象としたため，サンプル
には偏りがある。また，スーパービジョン経験の
有無だけでなく，他の要因も含めて分析を重層的
に行う等，継続的に検討を進めていきたい。
　また，スーパービジョン経験も，その内容に寄
るところも大きいと考えられる。ソーシャルワー
カー養成及び生涯研修の中での，スーパービジョ
ンのあり方，特にスーパーバイザーとの関係を同
職場内とするのか等，スーパービジョン関係の形
態と質の関係についても考察を進めていきたいと
考える。
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